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■著者より
本書は欧州，米国，日本における化学物質管理法
のなかで成形品中に関わる規制を解説する。成形
品（英語で Article）とは，液体などとの対比にお
いて，「形」がなければ成り立たない製品のことで
ある。その成形品中の含有化学物質に関する規制
が数多く社会に導入されている。それらに横串を
刺してみると，各国の異なる法律においても原理
的，原則的な共通点が多いことにも気づかされる。
多くは有害化学物質の管理に関する法律の一部を
なしているため，そのなかから成形品に関するも
ののみを抜き出して取り上げた。REACH 規則を重
点的に解説するが，殺生物性製品規則，また米国
TSCA や Proposition 65 および日本における成形
品への化学物質規制について要点を解説し，日本
企業としての対応のポイントを述べる。2021 年の
5 月の執筆時点では，成形品の規制に米国や欧州
で新しい動きがでてきている。できるだけ最新の
情報も盛り込みかつ広い範囲をカバーする。 

■本書を読んで理解出来ること
・成形品中の化学物質規制を理解するための

基礎知識

・REACH の成形品の関する義務の徹底理解

・殺生物性製品規則の成形品に関する義務の

内容

・米国および日本における成形品中の化学物

質規制の内容

・日本企業としての対応の仕方と留意点
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